
連
続
セ
ミ
ナ
ー

「
桑
原
武
夫
の
世
界

　
そ
の
書
簡
や
遺
品
か
ら
考
え
る
」

「
京
都
に
お
け
る
日
仏
交
流
史

　
関
西
日
仏
学
館
と
上
海
│
京
都
ル
ー
ト
」

「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン

　
京
大
隊
調
査
資
料
か
ら
失
わ
れ
た

　
仏
教
寺
院
の
姿
を
さ
ぐ
る
」

「
京
大
人
文
研
と
社
会
運
動
史
研
究
」

各
日
と
も
18
時
30
分
〜
20
時

　
そ
の

　
関
西
日
仏
学
館
と
上

　
京
大
隊
調
査
資

　
仏
教
寺

10・15
火

10・24
木

11・7
木

11・14
木

10・15
10・24

11・7
11・14

【
第
1
回
】

【
第
2
回
】

【
第
3
回
】

【
第
4
回
】

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
本
館
1
階

セ
ミ
ナ
ー
室
1 ﹇
予
約
不
要・聴
講
無
料
﹈
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「
桑
原
武
夫
の
世
界

　
そ
の
書
簡
や
遺
品
か
ら
考
え
る
」

講
師
： 

根
津
朝
彦（
ね
づ 

と
も
ひ
こ
）　
立
命
館
大
学
准
教
授

﹇
専
門
﹈ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
史

岩
田
陽
子（
い
わ
た 

よ
う
こ
）　
福
井
ふ
る
さ
と
文
学
館
学
芸
員

﹇
専
門
﹈日
本
近
代
文
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー： 

藤
原
辰
史（
ふ
じ
は
ら 

た
つ
し
）　
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

﹇
専
門
﹈農
業
史

「
京
都
に
お
け
る
日
仏
交
流
史

　
関
西
日
仏
学
館
と
上
海
│
京
都
ル
ー
ト
」

講
師
： 

趙 

怡（
ち
ょ
う 

い
／Zhao Yi

）　
関
西
学
院
大
学
教
授

﹇
専
門
﹈比
較
文
学
・
比
較
文
化
、日
・
中
・
仏
の
文
化
交
流

藤
野
志
織（
ふ
じ
の 

し
お
り
）　
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程

﹇
専
門
﹈20
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
・
芸
術（
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
研
究
）

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー： 

立
木
康
介（
つ
い
き 

こ
う
す
け
）　
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

「
ガ
ン
ダ
ー
ラ
と
バ
ー
ミ
ヤ
ー
ン

　
京
大
隊
調
査
資
料
か
ら
失
わ
れ
た
仏
教
寺
院
の
姿
を
さ
ぐ
る
」

講
師
： 

内
記 

理（
な
い
き 

さ
と
し
）　
文
学
研
究
科
附
属
文
化
遺
産
学
・
人
文
知
連
携
セ
ン
タ
ー
助
教

﹇
専
門
﹈ガ
ン
ダ
ー
ラ
考
古
学

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー： 

向
井
佑
介（
む
か
い 

ゆ
う
す
け
）　
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

﹇
専
門
﹈中
国
考
古
学
・
歴
史
考
古
学

「
京
大
人
文
研
と
社
会
運
動
史
研
究
」

講
師
： 

黒
川
伊
織（
く
ろ
か
わ 

い
お
り
）　
神
戸
大
学
協
力
研
究
員

﹇
専
門
﹈日
本
近
現
代
史
・
社
会
運
動
史

講
師
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー： 
福
家
崇
洋（
ふ
け 

た
か
ひ
ろ
）　
人
文
科
学
研
究
所
准
教
授

﹇
専
門
﹈社
会
運
動
史
・
社
会
思
想
史

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー： 

伊
藤 

晃（
い
と
う 
あ
き
ら
）　

﹇
専
門
﹈日
本
労
働
運
動
史
・
社
会
主
義
運
動
史

加
藤
哲
郎（
か
と
う 

て
つ
ろ
う
）　
一
橋
大
学
名
誉
教
授

﹇
専
門
﹈政
治
学
・
現
代
史

【
第
1
回
】10・15
火

【
第
2
回
】10・24
木

【
第
3
回
】11・7
木

【
第
4
回
】11・14
木
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「
み
や
こ
の
学
術
資
源
」の

継
承
と
発
信

　
長
い
歴
史
と
豊
か
な
文
化
を
も
つ
京
都
に
は
、文
書
や
絵
画
を
は
じ
め
、数
多
く
の
学
術
資
源
が
蓄
積
さ
れ
、ま
た

そ
れ
ら
の
知
識
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ふ
る
く
か
ら
形
成
さ
れ
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
伝
統
を
基
盤
と
し

て
、近
代
に
は
京
都
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
研
究
・
教
育
機
関
が
誕
生
し
、独
自
の
気
風
と
思
想
を
も
つ
学
術

文
化
が
発
展
し
ま
し
た
。し
か
し
、近
代
に
お
け
る
学
術
研
究
の
発
展
過
程
で
大
量
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
学
術
資
料
の

な
か
に
は
、整
理
や
活
用
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、各
機
関
に
死
蔵
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
、創
立
90
周
年
を
む
か
え
る
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所（
人
文
研
）は
、近
代
京
都
に
お
け
る
知
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

拠
点
と
し
て
、特
色
あ
る
共
同
研
究
を
組
織
し
て
学
術
界
を
リ
ー
ド
し
、そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
国
内
外
に
む
け
て
発

信
し
て
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
伝
統
と
特
色
を
活
か
し
て
、2
0
1
5
年
か
ら
人
文
研
が
中
心
と
な
っ
て「
み
や
こ
の

学
術
資
源
研
究・活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
た
ち
あ
げ
、所
内
は
も
と
よ
り
京
都
大
学
の
内
外
に
ね
む
る
学
術
資
源
を
掘

り
お
こ
し
、そ
れ
ら
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、い
く
つ
か
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
き
ま
し
た
。今
回
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、そ
の
な
か
か
ら
４
つ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
、実
際
に
調
査
研
究
の
第
一線
で
活
躍
す
る
研
究
者
を
講
師
に
招
き
、

資
料
の
学
術
的
価
値
や
研
究
の
魅
力
を
存
分
に
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

京阪電鉄
出町柳駅

N

京都大学
本部構内

京大病院

時計台

百万遍バス停 京大農学部前バス停
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路
大
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●京阪電鉄「出町柳駅」下車徒歩15分
●市バス　3・31・65・201・206系統「百万遍」下車徒歩4分
　17・203系統「京大農学部前」下車徒歩1分
　いずれも京都大学北門入ってすぐ右
※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用下さい
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